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研究成果の概要（和文）：高等学校の理科（化学）の授業で行われている生徒実験の考察記述に注目し，我が国
の高校生の課題である科学的表現力の育成を目指し，「学習としての評価」である相互評価表を活用した取組を
構想し，自己評価や他者評価，年間の指導計画に取り入れることで科学的表現力や意識がどのように変容するの
かについて実践的研究を通じて究明した。
年間を通した実践研究においては，「モデル化学習」を据えて，科学的表現力と「モデル構築」との関係につい
て，相互評価表を活用した取組による検証から科学的表現力の育成に向けた指導方略を検討し，これらを活用し
た学習活動を実践し，科学的表現力の育成と指導改善について示した。

研究成果の概要（英文）：We studied research aiming at fostering scientific expressiveness which is 
regarded as a problem of high school students in our country by utilizing the student experiment 
discussion description which is done in high school science (chemistry) class. Therefore, we 
envisioned an effort utilizing the mutual evaluation table which is "evaluation as learning". By 
practical research, I investigated how scientific expression power and consciousness transformed by 
incorporating them into self evaluation, others evaluation, and annual instruction plan.
In practical research throughout the year, we examined the relationship between scientific 
expressiveness and "model building" with "modeling learning" in mind. We examined teaching 
strategies towards the development of scientific expressiveness from the verification by utilizing 
the mutual evaluation table, practiced learning activities making use of these, and showed the 
development of scientific expression power and improvement of guidance.

研究分野： 科学教育，理科教育

キーワード： 相互評価　高等学校　化学

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
相互評価を年間を通して取り組み，成果を明らかにすることができた。学校への普及や学校教員養成課程や各都
道府県などの研修期間での研修，免許更新講習などで広く成果を示していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
IEA・TIMSS 調査の 2007，2011 年調査の結
果では，学習プロセスを問うような問題，観
察予想を記述で回答するような思考力等に
課題が見受けられた。全国学力・学習状況調
査 2011 理科においても「基礎的・基本的な
知識を活用して，根拠を基に他者の計画や考
察を検討し改善すること」といった思考力や
メタ認知に関しての課題が挙がっている。要
因として，教師が生徒に主体的に学習させる
場面を設定できていない状況等が指摘され
ている（国立教育政策研究所，2008）。国で
は，第 4 期科学技術基本計画が作成され｢知
識社会を牽引する人材の育成と活躍の推進
に向けて｣｢理数好きな子どもの裾野の拡大｣
において，より魅力ある授業や適切な指導が
求められている。本研究は科学技術人材育成
政策の推進に関係していると考えられる。 
学習プロセスをしっかりと捉えさせ，思考力
を育成するために，本研究では，化学実験に
おける考察記述を活用し，自らの振り返る学
習活動を意図的に取り入れるとともに，思考
力の育成につながる具体的な学び方（学習方
略・学習スキル等）について注目して研究を
推進する。OECD（2005）では，学び続ける
ために必要な能力として初等・中等教育レベ
ルのキー・コンピテンシーの中核に「振り返
りができること」を据えている。学習指導要
領「総則」にも，「学習の見通しを立てたり
学習したことを振り返ったりする活動を計
画的に取り入れる」ことが必要であるとされ
ている。理科においても，学習指導要領に「実
験レポート等の表現活動を通じて，自らの学
習を振り返ることを通じて，学ぶ意義を実感
するような経験が重要である」と記されてい
る。木下は，学習の振り返りを授業の中で明
示し，絶えず学習の振り返りを支援していく
ことが生徒のメタ認知の育成には有効であ
ることを実証的に示した（木下，2011）。 
生徒自身が自らの学びを理解し，意味を捉え
ることは，学習者主体の学びを保証すること
となり，そのためにも思考力の育成につなぐ
学び方を身に付けることが必要である。文部
科学省では，「育成すべき資質・能力を踏ま
えた教育目標・内容と評価の在り方に関する
検討会」が開かれ，資質・能力を育成する教
育課程編成の必要性とともに，学習を支援す
る具体的な学習スキル等について検討がさ
れている。検討会において，研究代表者らは，
アンダーソンらの改訂版タキソノミーでは
認知次元を動詞的に扱っていることに着目
し，発達理論を考慮に入れ，研究開発学校の
先行事例，学習指導要領での記載，指導状況
等に照らして，授業レベルで生きた認知次元
としての働く「動詞」の活用について「比較
する，分類する，関係づける，条件を制御す
る，多面的にみる，規則性を見つける」を導
出し，これを報告した（国立教育政策研究所，
2013）。しかし，具体的な授業場面でのエビ
デンスが不足しているとの指摘があり，本研

究は具体的なエビデンスの導出が期待でき，
国の教育施策動向と軌を一にしているとい
える。 
 
２．研究の目的 
化学実験レポートの考察において相互評価
表を活用した表現力の育成についてこれま
で研究してきた。研究により開発した学習プ
ログラムは学習場面で活用でき，思考力の獲
得につながることが期待できた。課題として
具体的な学び方（学習方略・学習スキル等）
についてさらなる研究を重ねる必要がある
と捉えた。これまでの研究結果を継承しなが
ら，思考力の獲得につなぐ学び方について，
学習場面で機能的に活用が可能な「動詞」に
注目し，理論的な追及を進めるとともに，そ
れらを学習プログラムにどのように位置づ
けていくかについて考察する。新たに考案す
る学習プログラムについては，国内，国際の
学力調査の結果との関係を明らかにしつつ，
学校現場での実証的な研究を進め，思考力育
成にむけての基礎的な資料を得ることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
研究全体の基本的な枠組み，組織や体制はす
でに出来上がっている。平成２６年度は，思
考力の獲得につながることが期待できるさ
らに具体的な学び方（学習方略・学習スキル
等）について，研究協力者と共に専門委員会
を組織し，理論的な先行研究の国内外の研究
レビュー，先行事例を関係者からのヒヤリン
グ等によりまとめる。それらを元に，具体的
な学習プログラムの開発を行い，研究協力校
で試行実践を行う。平成２７年度には，試行
実践後，学習プログラムの実践と機能の分析
を行う。分析結果とともに，専門委員会で改
良を加え，学習プログラムおよび指導方法の
提案を行う。平成２８年度には，実践を繰り
返すとともに，得られた結果を広く公開し，
指導課程，教育課程の基礎的な資料を得る。 
本研究は，PISA調査，TIMSS調査等国際調査，
学力学習状況調査，学習指導要領実施状況調
査等国内調査における能力観を意識した学
習プログラムについての研究であるため，学
習指導要領の評価や，これらの調査に直接か
かわっている教科調査官経験者，国内・国際
調査における専門委員，主たる調査に直接か
かわっている国立教育政策研究所の所員を
中心に研究体制を組織する。本研究の責任を
研究代表者である後藤が務め，研究分担者と
共に本研究を遂行し，その他，教科調査官経
験者，学力調査官，大学などの研究者がこれ
に協力する体制とする。また，それぞれの目
的に応じて，研究代表者および研究分担者が
中心となり，大学教官，教育委員会の指導主
事，中・高等学校の教員等からなる研究協力
者を含めた専門委員会を組織し，研究計画・
方法に対する助言を得たり，分析作業を行っ
たりするなど，研究プロジェクト方式で研究



を推進した。また，専門員会は，研究分担者，
連携研究者，研究協力者で組織し，以下のこ
とを中心に進めた。専門委員会は，研究を進
めていく目的によって中心になる各分担を
決め，責任を持って業務に取り組む。また，
全員が分担以外においても全体に関わりな
がら研究に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果を 4点述べる。 
（１）我が国のこれからの教育政策動向であ
る社会に開かれた教育課程における評価観
として，評価学での「参加型評価」を位置付
け，関係性を明らかにした。また，戦後の我
が国の教育評価の変遷を概観し，そこで扱わ
れている学習評価の課題について分析した。
資質・能力を育成する評価観として，①ブル
ームの形成的評価の一層の充実が求められ
ること，②「学習の評価，学習のための評価，
学習としての評価」分類における「学習とし
ての評価」の充実が求められることを明らか
にした。研究動向で注目されている「学習と
しての評価」の具体例はあまり見られない。
本研究は取組を「学習としての評価」として
位置づけ，その具体例として示し，その効果
と課題を示した実践的研究である。 
（２）評価方法の具体的な取組として相互評
価表を活用する取組を開発し，高校生を対象
とした実践調査により，自己評価，他者評価
を関連づけて実証的分析を行った。ポイント
評価による統計的な分析とともに，コメント
評価による質的な分析，実施についての自己
評価の分析により，表現力育成や学習意欲の
向上に効果があることを明らかにした。 
（３）高校生は，自己評価，他者評価の活動
を行うことを肯定的に受け止め，相互評価表
の活動における他者との関わりが表現力や
学習意欲の向上に効果があることを明らか
にした。 
（４）課題である科学的表現力の育成に向け
て，高等学校の理科（化学）の授業で行われ
ている生徒実験の考察記述に注目し，年間を
通した実践を計画・実践した。表現力育成に
向けてはモデル構築を目指したモデル化学
習を意識し，相互評価表を活用した学習活動
を行い，科学的表現力の育成と指導改善につ
いて示した。検証・分析したところ，書き直
すことや，繰り返すこと，定着することに効
果があることが見いだされた。 
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